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UFSMA の主要課題のひとつであるスマート灌漑と水資源の有効利用に関連して、南大東島に

おける過去の気象データおよび生育データを分析した結果が、日本作物学会の論文誌であ

る日本作物学会記事（日作記）に掲載されました．UFSMA の特筆すべき成果のひとつとして，

その概要を紹介します．詳細は論文をご覧ください（日作記 90（3）, 324-333, 2021.7）． 

 

【背景および目的】 

 南大東島では大規模かつ効率的なサトウキビ生産が行われている一方で，サトウキビの

単収は低く，年次変動が大きい．この理由として，夏場の降水量が少なくしばしば干ばつに

見舞われることが挙げられる．島では積極的に灌漑設備の導入に取り組んでいるが，依然と

してサトウキビ生産は降雨に大きく左右されている．その影響を解明し合理的な灌漑方法

を提案するため，本研究では南大東島の過去の気象データに基づき株出しサトウキビ畑に

おける水収支を算出し，特に夏季の水収支とサトウキビの生育および収量との関係につい

て明らかにした． 

 

【材料および方法】 

 南大東島地方気象台から得られた気象データに基づき標準条件下における株出しサトウ

キビの蒸発散量（消費水量）を算出した．また，南大東島の土壌の性質を考慮しつつ，降雨

のうち土中に保持された水分のみを有効雨量として，消費水量との差し引きにより土中の

残留水量を求めた．消費水量が残留水量を上回ったときの値を不足水量とし，得られた不足

水量とサトウキビの茎伸長量および単収との間で相関分析を行った． 

 

【結果および考察】 

 梅雨明け後の降水量は少なくサトウキビの消費水量が有効雨量を大きく上回ったため，7

～9 月における不足水量は多く，この 3 か月間の不足水量は年全体の 46%にも相当した．そ

こで，7～9 月に着目し解析を行ったところ，各月の不足水量と茎伸長量および単収との間

には負の相関関係が確認され，特にこの時期の不足水量が増加するとサトウキビの成長が

著しく制限され，収量を低下させると考えられた．また，この傾向は最大風速が 25 m s-1 以

上となる台風年度を除くとより顕著であった．非台風年度において 7～9 月の合計不足水量

から合計伸長量および単収を推定する回帰式を用いると，この時期の不足水量が 100 mm 増

加するごとに伸長量が 25.1 cm，単収が 14.1 t ha-1 低下することが明らかになった．以上よ

り，7～9 月の水収支がサトウキビの生育および収量に強く影響を与え，この時期における

灌漑が高単収の実現に必要不可欠であることが本研究から改めて示された． 


